
令和5年度入学

新入生説明会

令和4年 12月 20日 (火 )

新富町立富田中学校
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次 第́

○ 受 付

○ 学校紹介 (生徒会 )

○ 校長あいさつ

○ 説 明

教 務 部

生徒指導部

○ 部活動見学 (希望者 )

[13:35～ 14:00]

[14:00～ 14:30]

[14:30～ 14:35]

[14:35～ 15:00]

[15:10～ 16:00]



校時程 普通校時 水曜校時 サミット校時

朝 自習 8:00～ 8:15 8:00～ 8:15

黙 想 8:15～  8:17 8:15～ 8:17 8:00～  8:02

朝の会 8:15～  8:25 8:15～  8:25 8:00～  8:10

1校時 8:35～  9:25 8:35～  9:25 8:20～  9:10

2校時 9:35～ 10:25 9:35～ 10:25 9:20～ 10:10

3校時 10:35～ 11:25 10:35～ 11:25 10:20～ 11:10

4校時 11:35～ 12:25 11:35～ 12:25 11:20～ 12:10

給 食 12:30～ 13:05 12:30～ 13:05 12:15～ 12:50

昼休み 13:05～ 13:35 13:05～ 13:35 12:50～ 13:20

5校時 13:35～ 14:25 13:35～ 14:25 13:20～ 14:10

6校時 14:35～ 15:25 14:20～ 15:10

清 掃 15:32～ 15:42

諸活動 15:15～ 15:50

帰りの会 15:50～ 16:00 14:35～ 14:45 15:50～ 16:00

校 時 表

・ 朝自習の時間は、読書活動や学習活動を行います。

・ 授業時間は50分で行います。

・ サミット校時の日は諸活動として、集会活動や生徒会活動を行います。

・ 水曜日はリフレッシュデーとし、部活動は休みになります。

年間授業時数 (  )内 の数字は、1週間あた りの授業時数です。

第 1学年 第 2学年 第 3学年

各

　

教

　

科

国
ヨ五
ロロ 140(4) 140(4) 105(3)

社
△
バ 105(3) 105(3) 140(4)

数 学 140(4) 105(3) 140(4)

理 科 105(3) 140(4) 140(4)
十

日 楽 45(1.3) 35(1) 35(1)

美 術 45(1.3) 35(1) 35(1)

保 健 体 育 105(3) 105(3) 105(3)

技 術 0家 庭 70 (2) 70 (2) 35(1)

外国語 (英語 ) 140(4) 140(4) 140(4)
特 別 の 教 科  道 徳 50(1.4) 70 (2) 70 (2)
総 合 的 な 学 習 の 時 間 35(1) 35(1) 35(1)

男電 動特 活 35(1) 35(1) 35(1)



年間の主な行事  (令和4年度)
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標準学力検査 矢□能検査 県数学テス ト

生徒総会

地区中学校総含体育大会

1学期末テス ト

参観日  1学 期終業式

県中学校総合体育大会

2学期始業式

地区中学校秋季体育大会 生徒会役員選挙

体育大会  2学 期中間テスト

県中学校秋季体育大会

県英語テスト1年生
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3学期始業式  地区実カテス ト全学年

私立高校入試 (3年生 )

参観日   立志の集い (2年生) 学年末テスト
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学習・行事関係

テス トについて

○ 校内定期テス トを年間 4回 (1学期期末 02学期中間 02学期期末・学年末)実施

します。学年順位、学級順位、平均点などを数値で表 します。

○ その他のテス トとして、標準学力検査、県数学テス ト、県英語テス ト、地区実カテ

ス ト、みや ざき小中学校学習状況調査 (2年生)、 全国学力・学習状況調査 (3年生 )

などがあ ります。

教科書について

○ 入学式当日に教科書を配付 します。配付する教科書等が多いため、持ち帰るための

通学カバンを持つて登校 してください。

副教材 (教科書のほかに使 う補助的な教材)について

○ 各教科で必要な教材を検討 し、入学後に案内文書を配布 します。本年度入学新人生

の金額は,31,000円 で した。

○ 副教材費は、分割で納入 していただく予定です。詳細につきましては、入学後に案

内文書を配付 しますのでご確認 ください。

○ 授業で使用するノー トなどの学習用具は、授業が始まつてから指示 されますので事

前に購入する必要はあ りません。また、学校か ら問題集や資料集などの学習用具を業

者等に依頼 して訪問販売することはありません。

欠席届について

○ 病気等の理由で欠席する場合は、 7時 30分～ 8時 00分までに学校へ電話でお知

らせ ください。学級担任への直接の電話やメールではなく、富田中に電話 をかけてく

ださい。 (33-1012)

入学式について

入学式の正式な 日時については,後 日t富田小学校を通 して 「入学式の案内」を配付

しますので ご確認 くだ さい。

○ 期   日   令和 5年 4月 11日 (火)  「予 定」

○ 受  付    8 00
45(受 付後,各教室へ移動 )

00
00(保 護者 は武道場で役員決 め )

○ 事前指導   9
0入 学 式  10
0 学級活動  11

45～  9
00～  9
00～ 11
00～ 12

※ 写真撮影   (役 員の決まつた学級か ら写真撮影をします )



富田中学校部活動に係る活動方針について (令和4年度版)

1 ねらい

(1)部活動は、学校教育活動の一環として行われる活動とする。
(2)学校教育活動と関連づけ、生徒一人一人の全人格的成長を促す。
(31 日々の活動は、部活動の基本計画を基にし、ねらいを達成することを目的として実施する。
四 生徒が自ら主体となり、 日々の活動が実践されるように配慮する。
15)部活動によつて諸経験・集団的活動をより多く体験させ、社会的行動様式や態度を身に付けさせ

るよう配慮する。
(6)誇 りある部活動生の育成を図る。

2 入部及び退部・再入部

(1)入部手続きは保護者 と相談の上、入部願いに必要事項を記入し、学級担任を通じて部顧間に提出
する。なお、入部願いは全員 (1～ 3年)提出する。

9)入部は原貝Jと して 3年間の継続とするが、やむを得ない理由により退部をする場合には、保護者
の承認を記した退部願いを部顧間に提出する。

(3)再入部は、前の部を退部した日からlヶ 月経過 したのち入部できるが、生徒指導上の配慮が必要
な場合は検討 し、入部時期を早めることができる。その際は再度、入部願いを提出する。

14)1年生の部活動見学 。体験期間を設ける。仮入部の生徒は 17:15、 入部届けを提出した生徒
は 17:45ま で練習に参加することを認め、練習終了後は速やかに下校させる。GW明けからは
全部活動で通常活動とし、4月 の土日及びGW中の 1年生の練習参加等については各顧間の判断と
する。

3 平日放課後の活動

学校での活動時間】 ※ 校時程の変更によって部活動終了時刻が変更することがある。

活動時間
4月 ～

9月 末

10月 ～

11月 第 1週

11月 第 2週～

11月 第 3週

11月 第4週～

1月 第 1週

1月 第 2週～

1月 末

2月 ～

3月末

終了時間 18:00 17:45 17:30 1517 17:30 17:45
下校完了時間 18:15 18:00 17:45 17:30 17:45 18:00
変更の目安 地区秋季まで 県秋季まで 3学期始業日から

了時刻は後始末を含めた時亥1、 下校時刻は 間は天候や諸
事情等を考慮 し、下校時間を早める場合がある。

休日の活動

(1)土 日祝日に関しては、 2ヶ 月間で8日 の体養 日を設ける。
(2)第 3日 曜日 (家庭の日)は、原則として休みとする。ただし、第 3日 曜 日について、その日に大

会等に参加する場合は、原則として前後の週休 日を休 日にあてる。
(3)休 日は、 3時間以内の活動とし、午前午後にわたらないようにする。ただし、大会及びコンクールに

おける活動時間については、この限りではない。
に)長期休業中 (夏体み 。冬休み 。春休み)の練習については、131に準じるとともに、ある程度の長

期の体養期間を設ける。
活動内容

○ 運動系
軟式野球 サッカー 男子バスケットボール 女子バスケットボール 男子バ レー 女子バレー

男子ソフ トテニス 女子ソフ トテニス 亘球 柔道 剣道

空手道クラブ 水泳クラブ 陸上クラブ テニスクラブ 弓道クラブ 体操クラブ

○ 文化系
吹奏楽 美術

その他

(1)外部指導者は、校長が依頼した者で、宮崎県中学校体育連盟の指定する外部指導者講習会を受講

できる者、もしくは西都児湯地区中学校体育連盟に申請し、受理された者に限る。

(2)原則として、中間テス ト3日 前、期末テス ト5日 前から部活動を中止する。ただし、試合前等の

理由がある場合は、職員会で承諾を受けて活動を認める場合もある。

(31 毎週水曜日をリフレッシュデーとし、全部活動一斉に活動を行わない日とする。

4月 ～ 3月  ※原 の活動時間に合わせる。
17:45
18:00



生徒指導関係

本校には学校生活についての心得を示している「富田中学校の生活心得」CJ紙参照)が あります。詳 し

くは入学後に説明・指導 します。生徒が安全に安心 して「学び」に集中できる環境を、生徒自らが作 り上

げていくことが大切です。ご理解、ご協力をお願いいたします。

1 服装等について

本校では、生徒本人及び各ご家庭が、学校生活を送る上で、そして進学先や社会生活を送る上での望

ましい身だしなみを考えてほしいと考えています。ご家庭での声かけ、ご協力をお願いします。なお、

気候や自分の体調などに応 じて、冬服や合服、夏服を使い分けることが適切であると考え、学校からは

更衣のタイミングを示さないこととしています。いつから合服を着ても構いませんし、暑い日には再び

夏服を着るなど、生徒 自身やご家庭で判断してください。来賓を迎えて行 う儀式的行事である入学式と

卒業式は、冬服で参加することとします。

○ スリッパ・靴は指定の物を購入し、別紙「スリッパ・靴等の記名についてJを参考にして、記名

をしてください。

○ 頭髪については、「進路を決定する入試などの場面に相応 しく、学習に支障のない髪型」を心がけ

てください。

○  「特殊 。奇抜な髪型は禁止する。 (パ ーマ、脱色、染色、一部だけを短 く切 る等)Jと いう指導を

しています。

2 自転車通学について

転車保険に加入 してお り、自宅から学校までの距離が原則 l km以上の生徒が、自転車通学の対象とな

っています。入学式に自転車通学許可願を配布 します。自転車通学許可願を提出した日から、自転車通

学が可能となります。上日・祝日や長期休業中、部活動等のために登校する場合は、自転車通学を許可

されています。

3 持ち物について

学校生活に不必要な物は持ってこないよう、ご家庭でもご指導をお願いします。

○ 携帯電話や 。スマー トフォン、ゲーム、漫画、カッター、はさみ、色つきリップ、香料付の制汗

剤や日焼け止め、ガム・アメ 。お菓子を持って くることはできません。

○ 所持品には全て記名 します。

4 校外での生活について

生徒の命や将来を守 り、問題行動を未然に防ぐために、校外での生活においても以下のように指導 し
ています。

○ 夜間外出 (深夜徘徊)及び外泊をしない。

○ 外出するときは、必ず行き先、用件、帰宅時間を保護者へ伝える。
○ 交通ルールを遵守する。

○ 通学途中に買い食いをしない。

○ 生徒同士の金銭の貸 し借 り、物品の売買をしない。
○ 携帯電話やスマー トフォン、インターネットは、保護者の監督・責任の下,使用する。
○ 法律、条例を遵守 し、マナーやモラル等を考え、自己責任、保護者責任の下に行動する。

5 SNSや インターネッ トの使用について

学校でも折に触れて、 SNSや インターネットの正 しい使用法について指導 しています。 しかし、誤
った使用法が原因とな り、 トラブルに発展するケースも発生 してぃます。携帯電話やスマー トフォン

,

インターネット等の利用については,保護者の監督・責任の下,家庭内で適切にルールを設け,使用状
況などをしっか りと把握 してください。ルールを設けていないご家庭もあるようです。 SNS等 による
トラブルの責任は,保護者が負うことになります。



スリッパ・靴等の記名について
生徒指導部

名前は漢字を使用

してフルネームで

書いてください。

必ずかかとの位置にも

記名してください。フル

ネームでもいいです。

この場所に記名

欄があります。必

ず フルネームで

言己名しましょう。

必ずかかとの位置に
も記名してください。

※体育館シューズも通学靴と同様に記名しましょう。



副教材以外の諸経費

品  目 金額 (円 ) 販売期間 販売店

制
　
服

冬
服

。
合
服

上衣 (詰襟 )

普通体 23, 700

3月  1日

3月 15日

ファッション ハマゾノ

花 もめん

幅広型 24, 900

冬ズボン
ウエス ト61～ 82 9, 000

ウエス ト85～ 120 9, 800

長袖シャツ 全サイズ 3, 640

夏

服

半袖シャツ 全サイズ 3, 520

5月 下旬
夏ズボン

ウエス ト61～ 82 7, 100

ウエスト85～ 120 7, 600

冬
合
服

冬セー ラー 全サイズ 19,800
3月  1日

3月 15日

冬スカー ト 全サイズ 1 5, 200

冬スラックス 全サイズ 1 0, 500

合セーラー 全サイズ 7, 800

夏

服

夏セーラー 全サイズ 7, 300

5月 下旬夏スカー ト 全サイズ 9, 800

夏スラックス 全サイズ 8, 100

通学カバン 8, 980

3月  1日

3月 15日

サブバッグ (ス ポーツバ ッグ) 4, 150
シャツ (体育着 ) 3, 260
ハーフパンツ (体育着) 3, 260
ジャージ上 6, 880
ジャー ジ下 4, 400

体育帽 1, 000

清掃着   (ス カー ト着用の生徒) 3, 200

清掃着袋 470
セーラーネクタイ 650 通年

ウイン ドブレーカー

上

衣

S～ 2L 7, 270

11月 ～
3L 8, 270

下

衣

S～ 2L 4, 750
3L 5, 800

通学用靴 4, 800

通年

シューズ・クロキス リッパ 2,400

埜育館シューズ (R5年度入学生は黄ライン) 3, 600

自転車ヘルメッ ト 4,400 岡田自転車

タノオカサイクル

連絡先一覧

7ry!eY z-,-<)) 33-0276 岡田自動車 33-2215
33-0142 タノオカサイクル 33--3553

シューズ 。クロキ 33-1697



富口中学校の生活ミ得

1 校内生活のミ得

(|)場面ごとの′む得

① 謙

ア 7時 50分までに校門を通過し,7時 55分までには自分の席に着き,朝自習に取り組めるようにする。

イ 徒歩通学生は,正門または東門から登校する。

ウ 自転車通学生は,必ず正門から登校して,自転車を自転車小屋に駐輪する。自転車を駐輪後は,南棟西

側 (正門側)を回って玄関へ行く。

工 各教室は施錠をしているため,各学級で最初に登校 した生徒力ヽ 職員室で数室の鍵を借りて解錠する。

オ 車てい送迎は,学校南側の空さ地内で乗降する。

※ 自力登校が無理な場合 α癖漱 を使うなの は,生徒玄関前まで車を乗り入れても構わない。

② 黙想

ア 朝の会開始時,授業の開始時,清掃開始時,帰 りの会開始時に黙想し,その時間のヽ構えをつくる。

③ 休み時間及び昼休み時間

ア 授業間の休み時間は, トイレ,移動のための時間とし,次の授業の準備を整える。

イ 校内で暴れたり,騒いだりしない。

ウ 廊下は右側を静力ヽ こ通行する。

工 集会等,集団で行動する場合は,静粛,機敏に整列し,無言で移動する。

オ 自分の所属する教室以外の教室に立ち入る場合や,他学年の教室へ立ち寄る場合は,事前に許可を得る。

④ 綿

ア 単に綺麗にすることだけが目的ではなく,心の修養を念頭において行う。

イ 清掃は定められた服装で行う。(学ランを脱くヽ スカー ト着用の生徒は清掃着を着用する。)

ウ 速やかに清掃場所に移動し,清掃を開始する。

工 清掃開始前に各清掃場所で整列し,チャイムと同時に黙想をし,チ ャイム終了後に清掃を開始する。

オ 清掃は無言で行う。

力 清掃終了時に各清掃場所で整列し,チャイムが鳴り終わって清掃終了のあいさつをする。

キ 清掃用具は常に整理整頓しておき,大切に取り扱う。もし破損した場合は,学級担任または清掃区担当

職員へ届け出る。

⑤ タト由

ア 登校後の外出は,原則として禁止とする。

イ 登校してから下校するまでのrnlは,公衆電話の使用を禁止とする。帰りの会終了後から公衆電話を使用

しても構わない。

⑥ 應対

ア 来訪者や先生に会ったときは,時と場に應じたあいさつをする。

イ 上級生と下級生の間や同級生の間では,お互いに敬愛のだをもって接する。

ウ はきはきとした言葉追いや返事,丁寧な應対をヽがける。

⑦ 下校

ア 特別な指導を受けていない生徒は,ittやかに部活動へ参加する。部活動に人部していない生徒は,速や

かに下校する。



〈2)月膨犠

① 冬服は,指定店で販売されている標準型学生服 (校章入りのボタン)ま たはセーラー月長 (ス ラックス可)

とする。自分の名前を束J繍け る。

② 夏服は,指定店で販売されている自色半袖シヤツまたは白色半袖セーラー服 (ス ラックス可)とする。自

分の名前を刺続する。

③ 合服は,指定店で販売されている白色長袖シャツ (ワ イシヤツ)ま たは自色半袖セーラー月長と同じ型の長

袖 (ス ラックス可)とする。自分の名前を刺繍する。

④ セーラー服のネクタイは黒色とし,胸ポケットの人口より下でしっかり結0束」繍が隠れないようにする。

⑤ スカートを着用する場合は,以下の通りとする。

ア スカート丈は,膝立ちして床までスカートがしっかりつく長さとする。

イ スカートにはつりを付け,腰で折り曲げたり,ベルトでスカート丈を調整したりすることはしない。

ウ つりに付けるボタンは |つだけとする。身長が伸びたらボタンを下に付け直す。

工 つりとスカートを結んで長さを調整することはしない。

オ つりの長さが限界になったら,「裾をおろす」,「つりを付け足す」の順で対庵する。

⑥ 集会等の公式の場では,学生服の襟ホツクをする。

⑦ 他人から譲り受けた制服には,自分の名前を刺縮し直す。

③ ズボンのベルトは黒色 茶色,4tl色の無地とする。

⑨ 白・黒・紺・グレー・ベージュの無地のインナーを着用する。ワンポイントがある無地のTシヤツも可と

する。体育着,部活動で着用するシャツ等を,イ ンナーとして着用することは禁止とする。

⑩ 靴下は,白・黒 紺とする。長さは,自然な状態でくる.5ミ しが完全に隠れる長さとする。

① 登下校時に防寒着として,指定のウインドブレーカー,手袋,ネックウォーマーを着用してもよい。冬服

の下に着用するものとして, トレーナーやセーター等は認める。また,スカートの場合,タ イツの使用を認

める。ズボンのインナーとして着用するものとして,ロ ングスパ ン`ツ等を認める。

ア ネックウォーマーの色は,黒色,紺色,茶色の単色とする。

イ トレーナーやセーター,ロ ングスパ ンヽツ等の色は,白色,黒色,紺色,茶色,灰色の単色とする。

ウ トレーナーやセーター等の形は,襟無しの九首やVネックとする。

エ トレーナーやセーター等について,袖や腰からはみ出さない大きさとする。

オ セーラー月長の袖口をホックでとめることができる大きさとする。

カ タイツの色は黒とし,靴下は履かない。体育時はタイツを脱ぎ,靴下を履く。

⑫ 制服の更衣期間や防寒着の着用などは,気候や個人の体調に合わせて劉国人で判断する。

⑬ 登下校時にアームカバーを使用してもよい。

(3)薩髯・眉

① 進路を決定する人試などの場面に相応しく,学習に支障のない髪型にする。

② 特殊・奇抜な髪型は禁止する。(パーマ,脱色,染色,一部だけを短く切る等)

③ 肩のラインより長い場合は,日立たない色のゴムで束ねる。

④ 前髪・横髪が長い場合は,日立たない色のピンでとめる。

⑤ 整髪料は使用しない。

⑥ 結毛矯正は,保護者から学校に申請する。なお,申請にあたっては,様式を担当から受け取り,必要事項

を記入の上,提出すること。

② 眉はカロエ しない。

③ その他,特別な事情がある場合には,保護者から学校に相談すること。

(4)自転卓通学

① 自転車通学許可願いを提出した生徒は,規定に基づいて自転車通学を許可する。 しかし,規定を守れなか

った場合は,通学許可を取り消すことがある。



② ベルメットを必ず着用する。

③ 交通ルールを遵守し,安全運転を,い力ヽ する。

④ 自転車は購入した状態のまま使用し,改造はしない。

⑤ 自転車保険に始ず加入する。

⑥ 自転庫通学生以外の生徒は、土日・祝日や長期休業中、部活動等のために登校する場合、自転車通学をし

てもよい。その際 ヘルメットを必ず着用するなa自 転車通学生と同じきまりを守ること。

(5)履物

ア 通学靴は,学校指定のものに限る。部活動によっては,専用の靴を必要とする部もあるが,部活動時のみ

使用する。

イ 上履きは,学校指定のスリッパを使用する。

(6)所持品

ア 通学カバンは,学校指定のものとする。落書きはしない。

イ 通学カバンに荷物が入りさらない場合は,学校指定のスポーツバ ンヽグを使用する。

ウ 通学カバン及びスポーツバ ンヽグにキーホルダー等を1個付けてもよい。キーホルダー等の大きさは,手の

ひらで握ってそのキーホルダー全てが隠れものとする。

工 所持品には,全て記名をする。学習に必要がないものは,不要物として扱う。

オ ハンカチ,ティッシュを常に用意しておく。

力 日焼け止め,ハンドクリーム,制汗スプレー,制汗シー トについては,無香料に限り使用を許可する。

キ 学習に不羹要な物は持ってこない (お金,ゲーム,カー ド,キーホルダー,ア クセサリー等)。 不要物の取

扱いについては,一旦生徒から預かり,保護者へ連絡を取る。その後,4経者に来校してもらい,保護者ヘ

不要物を返却する。

ク 携帯電話やスマー トフォン等についても不要物であるため,携帯電話等の本体を一旦学校で預かり,保護

者に来校してもらい,保護者へ不要物を返却する。

(7)学習

ア 登校したら係活動等を済ませ,時間がきたら全員が朝白習に取りかかる。

イ 朝自習の時間は,目的をもって真剣に取り組む。

ウ 始業の2分前には着席する。授業開始のチャイムで黙想する。

工 授業の開始時及び終了時にはあいさつをする。

オ 授業中は真剣に学習し,他人に迷惑をかけたり授業の雰囲気を乱したりしないようにする。

力 正しい姿勢で学習する。

キ はきはさした態度でヽ答する。

ク 課題は必ヾヽ 出する。

(8)その他

① 欠席,遅刻,忌引の連絡は,必ず保護者が学校へ8時00分までにする。事前に早退することが分かって

いる場合は,生活の記録「年輪」等を活用して学級担任へ届け由る。

ア 緊急に早退する場合は,学級担任または養護教諭または教頭に届ける。

イ 忌引日数は次のとおりである。

◇ 父母・・  ・・・・・・・7日  ◇ 祖父母・・・・・3日  ◇ 兄弟姉妹・・・・3日

◇ 伯 ω 父伯 (叔)母・・・ 1日  ◇ 曾祖父母・・・ 1日

② 職員室に入室するときは,通学カバンやスポーツバ ンヽグを廊下に置き,服装を正して人室する。

③ 保健室には,用件のない生徒は立ち人らない。また,勝手に備品を使用しない。

④ り吊りの会終了後,教室には残らない。



⑤ 服装・容儀違反の生徒については,その場できちんと正させる。それができない場合は一旦下校させ,正

しい服装に直してから再度登校するように,家庭とも連絡をとりながら指導する。軽微の連反を繰り返す生

徒については,ジャージに着替えさせる等の対應をすることもある。

⑥ 各教室,用具棚等の鍵は職員の許可を得てから借り,借 りた生徒が最後まで責任をもち,所定の場所へ鍵

を返去Pす る。

⑦ 休日に校合,校地,用具を使用する場合は,事前に学校の許可を得て使用する。

③ 校合の出入り

ア 生徒は「職員出入口」,「非常口」は利用せず 「生徒LL入口」のみを利用する。

イ 生徒玄関から入って黒いラインまでを上足とする。

ウ 各自指定された靴箱を利用する力ヽ 上段にスリッパを下段に通学靴を入れる。

工 体育館への出入りの際は,各階の比棟西非常口を利用する。

オ 式や集会で体育館へ移動する場合は, 2・ 3年生は3贈北棟西非常口から出て, 2年生は体育館後方か

ら, 3年生は体育館前方から入場する。 1年生は2階比棟西非常口から出て,一旦 1階まで降りて,体育

館西側の出入口から入場する。なお,体育館内では,必ずスリッパ入れを使用する。

③ 生徒が使用するトイレは原則として, 1年生は 1階 トイレ, 2年生は2階 トイレ, 3年年は3階 トイレと

する。 1階多目的教室横の トイレは,来客用トイレのため生徒は使用しない。

⑩ 原則として, 2階の手洗い場は 1年生,3階の手洗い場は2・ 3年生が使用する。

① ケガや救急の場合を除き,生徒はエレベーターを使用しない。

⑫ 教室の使用

ア 教室の窓の枠を乗り越えたり,外のひさしの部分に出たりしない。

イ 教室廊下側のガラスに,Sミつかったり,もたれかかつたりするとガラスが割れる可能性があるため,十分

気をつける。

ウ 個人の机と椅子は卒業まで持ち上がるため,大切に扱う。

工 机の横にはカバン等の荷物をかけない。

オ 下校の際は,各教室のカーテンを必ず開ける。

力 廊下のロッカーの上に,ものを置かない。

⑬ 立ち入り禁上の場所

ア 緊急時以外は,非常口と非常階段は使用しない。

イ 非常階段は,外からも上り下りしない。

ウ 生徒玄関の屋根や非常階段のひさしの部分には,絶対に上らない。

工 相談室,倉庫,更衣室,学習室等は,無断で立ち入らない。

オ 1階醐嗜室東側の駐庫場には,立ち人らない。

力 昼休みは, 自転車小屋周辺,配膳室裏周辺,プールや体育館の裏で遊ばない。

④ その他

ア お生産は,食物アレルギーの問題があるため,禁止とする。

2 校外生活の心得

(|)夜間外出 (深夜徘徊)及び外泊をしない。

(2)外出するときは,必ず行き先 月件,帰宅時間を保護者へ伝える。

(3)交通ルールを連守する。

(4)通学途中に買い食いをしない。

(5)生徒同士の金銭の貸し借り,物品の売買をしない。

(6)携帯電話やスマートフォン,イ ンターネットは,保護者の監督・責任の下,使用する。

(7)法律,条例を遵守し,マナーやモラん等を考え, 自己責任,保護者責任の下に行動する。


